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ⅩⅢ．むすび

本年３月１１日に発生した福島原子力発電所の事故は、極めて大規模な地震

と津波によって引き起こされ、かつ、同時に複数の原子炉にまたがる未曾有の

大事故となった。我が国はこの困難な事故を克服するために全力で立ち向かっ

ている。

特に事故の現場では、作業に従事する人が厳しい環境の中で事故の収束に向

けて懸命に取り組んでおり、この貢献なくしては事態の解決はあり得ない。政

府は、作業に従事する人に対する支援に全力で取り組んでいくこととしている。

今回の事故は地震・津波の襲来という自然災害を契機にして引き起こされた

ものであるが、外部電源の喪失や冷却機能の喪失などによってシビアアクシン

デントに至ったこと、シビアアクシデントへの不断の備えが十分でなかったこ

とを重く受けとめている。今回の事故から得られる教訓を踏まえ、今後、我が

国は、原子力安全対策の根本的な見直しが不可避であると認識している。

このため、我が国は、事故の収束の状況をみつつ、「原子力安全基盤の研究

強化計画」を推進していくこととしている。この計画では、シビアアクシデン

ト対策強化のための研究などを国際協力によって推進し、その成果が世界の原

子力安全の向上につながるように取り組むものである。

これと同時に、我が国は、原子力発電の安全確保を含めた現実のコストを明

らかにする中で、原子力発電のあり方についても国民的な議論を行っていく必

要がある。

我が国は、この事故に関する情報と得られる教訓については、今後の事故の

収束とさらなる調査解明によって更新していくし、それらを引き続き国際原子

力機関と世界各国に提供し続ける考えである。

また、今回の事故の収束に向けて、様々な面で世界各国の支援を受けている

ことを心強く受けとめており、厚く感謝するとともに、引き続きＩＡＥＡや世

界各国からのご支援をお願いしたい。
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我々は、事故の収束に向けて多大な困難を伴うことを覚悟しているが、我が

国のみならず、世界の英知と努力を結集して、必ずこの事故を乗り越えること

ができると確信している。


